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蒲郡市教育委員会令和６年６月定例会会議録 

 

開会日時 令和６年６月２５日（火）午後２時００分 

 

閉会日時 令和６年６月２５日（火）午後３時１０分 

 

場  所 蒲郡市役所６階６０１会議室 

 

〇出席委員の氏名 

教育長 壁谷 幹朗   

委 員 石渡 篤史  委 員 水藤 賴利  委 員 稲葉千穂子 

 

●説明のために出席した者の職氏名 

  教育部長     岡田 隆志   教育政策課長     三浦次七郎 

  学校教育課長   宇野 晶由   学校給食課長     竹下 曉 

生涯学習課長   市川 貴光   スポーツ推進課長   大岡 雅道 

博物館副主幹   小田 美紀   教育政策課課長補佐  高須 伸光 

書記（教育政策課主幹）伊藤 孝慶 

 

議事日程 

 １ ５月定例会の会議録の承認 

 ２ 教育長の報告 

 ３ 報告事項（各課報告事項） 

 ４ その他 

   ・令和５年度蒲郡市の教育に関する事務の点検評価について 
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渡辺委員より欠席の申し出があったが、出席者４名により定足数を満たしたため、

令和６年６月定例会は成立。 

 

１ ５月定例会の会議録の承認 

事前に届けられた会議録については一部訂正のうえ承認された。 

 

２ 教育長の報告 

（１）第 28 回三遠南信教育サミットの開催について 

（２）市議会６月定例会について 

（３）その他 

①学校訪問について     

  ②各学校の行事への取組について 

  ③その他 

 

３ 報告事項（各課報告事項） 

  ・教育政策課 

・学校教育課 

・学校給食課 

・生涯学習課 

・スポーツ推進課 

・博物館 

 

質疑応答等。 

〇稲葉委員 

  タブレットによる宿題などは現在どのような状況ですか。また、今年の夏休

みの持ち帰りはどのような感じですか。 

●学校教育課長 

  休日を中心に持ち帰りを行い、ドリルパークというソフトを中心に活用し実

施しています。夏休みに関しては、各学校の判断となりますが、まだ状況につ

いて把握できておりませんので、後日確認をしたいと思っております。 

------------------------------------------------------------------------ 

〇石渡委員 

  プール授業の民間利用については順調に進んでいますか。 

●学校教育課長 

  バスの確保が遅れるなど当初の計画からは遅れていますが、先週から始まっ

ております。今後ともバスの確保が課題ですが、しっかりと確保し、授業が滞

りなくできるよう進めていきます。 

〇石渡委員 

  民間プールに通われている方からの声として、自分たちが思うように使えな

くなったとの意見を耳にしました。その方は、学校のプール利用が終わる１０
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月頃まで休会をするとのことで、民間利用の会員さんが一時的にも離れていく

ようなことがあっては良くないと思いますので、その点もしっかりと民間事業

者としっかりと詰めていっていただければと思います。 

●学校教育課長 

  民間事業者とは、今後ともしっかりと調整していきたいと思います。 

------------------------------------------------------------------------ 

〇水藤委員 

  保護者から相談があった話ですが、児童同士の嫌がらせなどのいざこざがあ

り、学校に相談した場合には、学校が相手側保護者に対応したり、保護者同士

で対応するなど、何かマニュアルがあったりしますか。 

●学校教育課長 

  状況にもよるので、今一概に良い答えはできかねますが、校内で起きたこと

であれば、学校側としても対応していく必要はあると思っております。 

------------------------------------------------------------------------ 

〇稲葉委員 

  残食を減らす取り組みは何かしていますか。 

●学校給食課長 

  今月から栄養教諭２名が学校給食訪問を行っており、食育指導の中の一つと

して話題が挙がっているかと思います。 

----------------------------------------------------------------------- 

   

４ その他の報告事項 

 （１）令和５年度蒲郡市の教育に関する事務の点検評価について 

   

  質疑応答。 

  〇石渡委員 

    評価の内容はどのようなものですか。点数、もしくは〇×形式というような

ものですか。 

  ●教育政策課課長補佐 

    自己評価としてＡ・Ｂ・Ｃという指標を持ち、各事業を所管する各課が実施

状況に応じＡなどの評価をつけていく形となります。その結果を踏まえて、今

後の方針として、この施策を継続するのかやめるのかといった判断基準として

いきます。また、各施策の内、１０の重点項目を委員会で選定をしていき、評

価をさらに細かく見ていくこととしております。 

  〇石渡委員 

    どれぐらいＡが必要なのかといった目標値はありますか。 

  ●教育政策課課長補佐 

    各施策で評価指標を求めており、それに対して達成又は未達成等の評価をし

ていくことになります。 
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５ その他     

  ・事務局 

次回の教育委員会定例会は、７月１８日（木）午後２時００分から行います。 


